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令和４年　４月１日　ＮＯ１９３
新しいシーズンの始まりです
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設長　野沢　修一

　
４月に入りました。岩見沢市内は、まだ、道路わきには除雪された雪が積もっている状況ですが、大分雪解けが進んだ感じです。新学期がスタートする頃には、もう少し春の訪れを感じることができるのではないかと期待しています。
　さて、３月は各学校では卒業式やクラス替えが行われるなど、別れの季節でもありますが、当学園でも社会に巣立っていく子どもや、家庭に戻る子どもなど、学園を退園する別れの季節です。この３月では、自立した子どもが３名、家庭に戻った子どもが３名、計６名が学園を退園しています。退園に当たっては、学園全体で「卒業を祝う会」を開催したほか、グループ単位での「お別れ会」を行うなど、子ども達や職員が一緒になって新たな旅立ちをお祝いしたところです。

　４月からは、学園は２３名の子ども達でスタートします。新学期に向けて、学園内では、部屋割りを少し変更しながら、子ども達には、新しいシーズンが「始まるぞ！」と言う気持ちを感じてもらいたいと考えています。新型コロナウイルスの感染状況は、まん延防止措置期間が終了したものの、それほど減少していない状況にあると思います。学園としては、これまで通り、感染防止の取り組みを子ども達と職員が一丸となって進めつつ、外出行事や保護者との交流をできる限り実施していきたいと考えています。なお、保護者の皆様には、時には感染防止の取り組みにおいて、ご不便をおかけすることもあるかと思いますが、何とぞご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

この１カ月、あっという間に雪解けが進み、地面が顔を出し始めました。心なしか、陽射しにも春の温かさを感じるようになり、北国の「春へ向かう足音」もかなり近づいてきたように思います。先達が言った「暑さ寒さも彼岸まで」という言葉をまさに実感している今日この頃です。
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　３月のセンター、電話による相談は昼夜を問わずにありましたが（２４時間をうたっていることもあり夜間帯も意外と多いのです）、「蔓延防止等重点措置」が延長される中でも感染予防対策に万全の注意を払った上で、外部と協力しながら取り組んだ１カ月でもありました。新型コロナウイルスの感染拡大により（感染予防のため）、今や当たり前となった「リモート会議」をはじめ、必要性の高い会議には直接出席したものもありました。
令和４年度がスタートする４月…新年度になったからといって、できなかったことがすぐにできるようになるわけではありません。でも、できなかったことを「できるようにするためのスタートの月」にはしたいものです。新メンバーを迎え、そこから一歩先へ進みたいと考えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相談員　　浅　沼　寿　実
	【連 絡 先】
　光が丘子ども家庭支援センター
　〒068‐0827　岩見沢市春日町2丁目3番7号　　　　　　　
　TEL：0126‐22‐4486　FAX：0126‐22‐4240　　　　
　Eメール：kodomo@hikarigaoka.or.jp

　URL：httpｓ://www.hikarigaoka.or.jp/


新年度が始まりました。昨年に引き続き、社会的養護が必要な子どもの最善の権利を保障するために心血を注いでまいりますので、どうぞ　よろしくお願いいたします。　
[image: image9.wmf][image: image10.jpg]


　先日ファミリーソーシャルワーク研修をオンラインで受講する機会がありました。ファミリーソーシャルワークの定義は『様々な家庭の生活上の問題・課題の問題解決をはかり、その回復を目指すソーシャルワークの一分野』というものです。その中の里親支援の講義を担当して下さったのは日本女子大学の林　浩康先生でした。この林先生は２月３日にNHKの情報番組『あさイチ』の里親についての特集の際に里親につい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てコメントされていた方でした。ご覧になった方もいらっしゃるのではないでしょうか？林先生は里親の声、里子の声、実子の声をリアルに拾　　　　　　　　　　　　　　　　い上げ、制度を推進していく上での課題を明確にされていて大変参考になりました。この研修で学んだことを日々の里親支援に生かしてい　
　こうと気持ちを新たにしました。さらに林先生は教職として北星学園大学に赴任され、１１年間教鞭をとられていたという事です。機会があれば林先生の講演会を里親の皆さんにも聞いていただきたいと思います。　　　　　　　　　
里親支援専門相談員　浅山　美保
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６日（水）　　入学式（午前―小学校、午後―中学校）　小中学校始業式
　　　　　　　　支援会議
１２日（火）　新篠津高等養護学校入学式　
　　　　　　　　中学校参観日
 １３日（水）　小学校参観日
　　　　　　　　　支援会議
　２０日（水）　職員会議
　２７日（水）　グループ・委員会会議

-ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます

　(ご芳名もれをお許しください)

３月のご寄付等
（株）公南山明建設様、光明寺様、広大寺様、阿弥陀寺様、空知南組様、おやつクラブ様（證誓寺）、
　　　ビクトリア観光様　JA空知女性協議会様、有限会社アクト警備オフィス様、マルハン岩見沢東店様、
日本児童養護施設財団様、
新篠津高等養護学校様
小野寺栄美子様、松岡美和様（評議員）、青竹榮子様（理事）、川口紀子様（監事）、坪井友紀様、
清水滋子様　河内克彰様
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　３月１９日お別れ会・全員で行う事は出来ませんでしたが、３つの会場で、ちょっぴり悲しく、たくさんの期待を胸に美味しい食事会を行いました。
　　　　　　　　　（※公南山明建設株式会社様のご協力のもと、当日はたくさんのご馳走をいただきました。ありがとうございます）
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　　　　　　　　３月２０日・光が丘体育館で卒業祝う会を行いました。
　　　　　　　　光が丘学園を出て新たな目標に向かって旅立つ３名の仲間をこれからもずっと応援しています！
　
　　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　
　





高校　卒業　　　　　　　　　　　　　　





　笑顔で卒業の時を迎えました。


高校生活では手先の器用さを生かし丁寧な作業で制作ﾘｰﾀﾞｰとして活躍しました。振り返れば真面目でまっすぐ故に、周りとぶつかることもありましたが高校卒業のその日に、思い出されるのは、楽しかった出来事ばかりでした。


　自分の良い所を見失わず、今までの経験を糧に明るくピンチに強いＮさんで、ファイトです。


　　　　　　女子ｸﾞﾙｰﾌﾟ　西原　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　








高校　卒業





３年間、将来看護師になることを夢に学業に全力を注いできました。いつの間にか周りには応援してくれる先生や仲間が沢山いて、旅立ちの日を涙ながらに迎えました。


夢に向かって努力をいとわず、明るく乗り越えて


いけるＡさん。困ったときは立ち止まって、周りの応援しているみんなのことを思い出して下さい。


　　　　　　　女子ｸﾞﾙｰﾌﾟ　西原





�














　


幼稚園　卒園式





　３年間元気に登園した幼稚園。年少さんの時はお兄ちゃんと一緒の幼稚園を喜びました。年中さんでは、とびきり仲良しの友達が出来ました。年長さんでは、体操の技に磨きをかけて、ブリッチ回転やあざらし回転ができるようになりました。「お勉強を頑張りたい！」と１年生になること楽しみにしています。卒園式はクラスごとの小さなお祝いの式になりましたが、代表で卒園証書を読まれ。少しだけ嬉しい時間になりました。幼稚園でつけた努力する力をこれら大切にして欲しいと願い、いつまでも応援しています。


Ｙちゃん卒園主おめでとう。


　　　　幼児グループ　成田　　　　　　　　　　　　


　幼児グループ　成田　　　　　　　　





小学校　卒業式


　３月１９日に小学校の卒業式がありました。


中学校の制服を着こなし、いつもより大人っぽい雰囲気のＳさん。ステージの上で立派にスピーチをし、堂々と卒業証書を受け取る姿とても感動的でした。６年間の思い出を胸に、中学校でも頑張って欲しいと思います。


　　　　　　女子ｸﾞﾙｰﾌﾟ　中村
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４月の行事予定




















�





�





�









